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地震発生時に下水道の流下・処理機能を確保するため、管きょや処理場・ポンプ場*の耐

震化
*
を進めるほか、災害時等における対応力向上に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

  ◆重要な幹線等の耐震化 

●近年、全国各地で大規模地震が発生し、下水道施設も甚大な被害を受けました。兵

庫県南部地震（１９９５（平成７）年１月）の被害を踏まえ耐震基準が強化されま

したが、１９９７（平成９）年度以前に施工された下水道施設の耐震化は十分進ん

でいません。そのため、本市では、重要な幹線等の耐震化を進めています。 

なお、２０２２（令和 4）年度末で、重要な幹線等の耐震化率は 8２％となります。 
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施策Ⅰ－２ 地震時における機能の確保 

【主な取組み】 

☞重要な幹線等の耐震化 

  ⇒重要な幹線等８４５ｋｍのうち、令和４年度末に６９５ｋｍを耐震化 

令和１４年度までに耐震化を予定している延長約８５ｋｍ 

☞マンホールトイレの整備 

  ⇒小中学校等１８８校（県立高等学校２２校含む）について、令和７年度完了予定 

   ※令和４年度末までに１６０校を整備 
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●下水道総合地震対策計画
*
（令和４年度～令和８年度）においては、液状化地区の重

要な幹線等の耐震化を概ね完了させ、令和９年度以降は、下水道ストックマネジメ

ント計画に合わせ、液状化地区以外の老朽化した重要な幹線等の耐震化を優先的に

実施します。 
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  ◆マンホールトイレの整備 

●大規模地震時には、断水等で水洗トイレが使用できなくなるおそれがあります。そ

のため、避難所の衛生的なトイレ環境の確保に向け、千葉市地域防災計画に位置づ

けられた市内の小中学校等 188 校（県立高等学校 22 校含む）に順次マンホール

トイレを整備しています。 

なお、2008（平成 20）年度から整備に着手し、2022（令和 4）年度末で 160

校の整備が完了しています。（整備率 85%） 

●小中学校等 188校（県立高等学校 22校含む）のマンホールトイレ
*
の整備は、２

０２５（令和 7）年度完了を目指します 
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マンホールトイレは水源を非常用井戸や

プール水としているため、地震などにより

断水が発生しても、利用可能なトイレです 
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 具体的取組 

 

取 組 １ 重要な幹線等の耐震化 

概 要 

現在、重要な幹線等で耐震性能が確認された路線は、８２％となっています。 

令和８年度までに液状化地区の重要な幹線等の耐震化
*
が概ね完了することから、以

降は液状化地区以外の老朽化した重要な幹線等の耐震化を優先的に実施します。 

主な事業 

管きょ耐震化            Ｌ＝８４５ｋｍ（R4変更） 

内訳 美浜区            Ｌ＝１３３ｋｍ 

 美浜区以外の液状化想定地区  Ｌ＝ ５６ｋｍ 

非液状化想定地区       Ｌ＝６５６ｋｍ 

実施計画 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 

美浜区 ⇒            

液状化想定地区 

（美浜区以外） ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒       

非液状化想定地区 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒  

インプット 

美 浜 区 １３３ｋｍ 

美浜区以外の液状化想定地区 ５６ｋｍ 

非液状化想定地区 ５９１ｋｍ 

アウトプット 目標の方向性 現状値（R4） 目標（R14） 

管きょ耐震化率 増加（↑） ８２％ ９２％ 

  

取 組 ２ 処理場・ポンプ場の耐震化 

概 要 
ポンプ場

*
及び汚泥処理施設等について、施設の再構築とあわせて耐震化を進めるほ

か、施設を更新するまでの当面の間、安全性と最低限の下水道機能を確保するための

補強を実施し、被災リスクの低減を目指します。 

主な事業 

地震時におけるポンプ場機能の確保 ８箇所 

※ひび野、都、村田雨水、若葉、越智、蘇我雨水、大椎、長作 

地震時における汚泥処理機能等の確保 ８施設 

 ※南部浄化センター ６施設 

※中央浄化センター ２施設  

実施計画 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 

ポンプ場 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒      

中央浄化センター   ⇒ ⇒  ⇒ ⇒      

南部浄化センター  ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒       

インプット 地震時におけるポンプ場機能の確保 ８箇所 

アウトプット 目標の方向性 現状値（R4） 目標（R14） 

地震時におけるポンプ場機能の確保 増加（↑） ０箇所 ８箇所 
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取 組 ３ マンホールトイレの整備 

概 要 

被災時に１か月以上の避難生活が必要となる人は約４万人と見込まれています。そ

のため、避難所のマンホールトイレ
*
の整備は急務であり、引き続き、防災部局と連

携し、市立小中学校等（県立高等学校含む）への整備を目指します。 

 

主な事業 

市立小中学校等 １６６校 

県立高等学校   ２２校（R4追加） 

 

実施計画 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 

市立小中学校等 ⇒ ⇒ ⇒          

県立高等学校    ⇒ ⇒        

インプット マンホールトイレの整備 ３年間で２８校（１４０基） 

アウトプット 目標の方向性 現状値（R4） 目標（R14） 

マンホールトイレ整備率 増加（↑） ８５％ １００％ 

  

取 組 ４ 下水道ＢＣＰ※の取組み及び他都市等との連携強化 

概 要 

緊急時に備えて、下水道ＢＣＰを策定しています。 

今後も、下水道ＢＣＰマニュアルを精査していくとともに、災害時の他都市等との連

携を構築し、緊急時の対応力を強化します。 

 

主な事業 

下水道ＢＣＰマニュアルの精査 

防災訓練の実施 

 

実施計画 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 

ﾏﾆｭｱﾙ精査 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

防災訓練の実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

インプット 
下水道ＢＣＰマニュアルの精査 年１回改訂 

防 災 訓 練 の 実 施 年２回訓練 

アウトプット 目標の方向性 現状値（R2） 目標（R14） 

防 災 訓 練 の 実 施 継続（→） 実施 実施 

他都市連携を想定した訓練の実施 継続（→） 実施 実施 
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  ※ＢＣＰ：事業継続計画（Business Continuity Plan）   


